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松 高 東 京 同 窓 会 第 46回 大 会 に 当 つ て

暦は6月 、今年も梅雨の候となりました。皆様にはお

障りなくお過ごしの趣、先ずは大慶に存じます。日頃よ

り東京同窓会にご協力を頂き、誠に有難 うございます。

先月の上旬、所用で田舎へ帰りました。新潟へ着いた

ら都合よく10分ほど待つただけで、村松へ直通の高速
バスに乗ることが出来ました。別に疲れてもいなかった

のに途中で眠つて了い、気が付いたらバスはもう今泉で、

大きなスーパーの前を通り過ぎるところでした。外を見

ると周りの田圃は既に田植えが終わつている様でした。

それにしても植えたばかりの早苗がこんなにガヽさいとは

意外でした。細くて小さな葉先が風に揺れているのが健

気に見えました。あれからlヶ月、いま時分は蒲原の沃

野であの苗たちも程々に伸びて、元気な若苗に育ってい

る事でしょう。 この折り当地では、松高東京同窓会の
第46回大会が開催される運びとなりました
東京同窓会が更に一つ歴史を重ねた喜びと同時に、皆様

との一年ぶりの再会が楽しみです。

これまでに私は2度、大会の実行委員長を務めさせて

頂きました。 20世紀最後の年の第43回大会と、21

大会実行委員長 伊藤勇五 (旧中33回 )
世紀最初の年の第44回大会です。この時に70才を過
ぎていた私は、この記念となる両大会限りで実行委員長

の役は免じて貰おうと考えていました

東京同窓会は先の役員改選で若い役員が更に増えて、

その中身が一層強化されています。例を挙げれば、今まで
~名
だつた副会長が4名 になり、夫々が本来の役目の他

に各委員会の担当となりました。各委員長とのコンビ振

りが期待される処ですも毎年大会になると実行委員会が

組織されて実行委員長が選出されます。若く活力に充ち

た東京同窓会はその人材に事欠きません。そんな中で迎

えた今度の大会ですが、新しい副会長の中でただ一人旧

中卒の私への気遣いでしょうか、今度の大会の実行委員

長にと声が掛かりました “更に若返りを目指す会の歩み

に逆行する"と固辞しましたが、結局、先輩を立てる皆

の心を受けて、私にとり3度目の役を務めさせて頂く事

になりました。第46回大会が滞りなく了える様、微力
ながら全力を尽くす所存ですし皆様も存分にお楽しみ頂

き、交流を深めてくだされば幸いでございます。

皆様のお出でを一同心からお待ち申し上げて居ります。

東 京 同 窓 会 第 46回 大 会 プ ロ グ ラ ム
日時 平成 15年 6月 7日 (土)正 午開催  会場 東天紅・上野店

第一部 総 会  (司 会・進行  石黒 四郎 山西愈佐子〉
1) 開会の言葉・ 。・・・・・ 。・ 00・ ・・ 。・・・・・実行委員長 伊藤 勇五
2) 東京同窓会長挨拶・ 00・ 0・ 。・ 000・ ・・ 00000・ 会長 佐伯 益一
3) 村松高校同窓会長挨拶・・・・・・・ 。・・ 0・ ・ e.o● ●会長 伊藤 淳一
4) 村松高校学校長挨拶 00・ 000・ 0000000000・ ・校長 水茎 芳英
5) 平成 14年度 経過報告・・・・・・・・・・・・ 00総務委員長 金子 鶴男
6) 平成 14年度 会計報告・ 0・ 00・ ・・ 000・ ・・財務委員長 塚田 勝
7) 平成 14年度 会計監査報告 0 0 e e.● O o 0 0 0 0・ ・・監査 佐久間英輔
8) 閉会の言葉・・・・ 0・ ・・・・・・・・ 。・・ 0・ ・ 。・・・   司会者

第二部 懇親会  (司会・進行  石黒 四郎 山西愈佐子〉
1) 開会の言葉・ 0・ ・・・・ 。・・・・・ 0・ ・・ 。・・・ 000   司会者

2) 乾杯・・ O C・ ・・・・・・・・・・・ 。・ 0・ ・・・ 00司 会者指名
3) ア トラクション・カラオケ・・・ 0000。 ・・・・・・ 。・・   有 志
4) 抽選会・・・・・・ 。・ 00。 ・・ 0000000000・ 00篠川 恒夫 他
5)校 歌・応援歌 00・ ・・ 0。 ・・ 000・ ・・ 0。 ・・・・・・   全 員
6) 手締め 。・ 00・ 0・ ・・・ 0000・ ・ 。・ e.o o o o冨 1会長 鈴木多喜男
7) 閉会の言葉 00・ 0・ ・ 000000・ 0・ ・・・・・・・副会長 深見 洋子



お 世 言舌 セこ な り Itt Lた

前村松高等学校長 杉原 雅昭

東京同窓会の皆様には益々ご健勝でご活躍のことと思

います。皆様方から大変お世話になりましたが、この3

月 31日 をもつて無事退職を迎えることができました。

村松高校で楽しく過ごすことができたのも佐伯会長様は

じめ皆様のお陰であると心から感謝申し上げる次第です。

本当にありがとうございました

私は、大学の時に寮に住んでいましたが、週に一回くら

いの割合で杉並区 (京王線代田橋駅から徒歩)に住む伯
父さんの家によく遊びに行き、J馳走になったものでし

た。その伯父がよく村松の話をしてくれました

実は、伯父は旧制村松中学第 13回 (昭和3年 3月 )の
卒業生でした。私の父は伯父のすぐ下の弟で同じく旧制

村松中学で学びました。ただ、父は親の転勤で 4年生ま
でで、新発田中学に5年生で転校したとのことです。

当時、馬下に住んでいたと聞きました いずれにしまし

ても、縁の深い村松高校で 3年間お世話になつたことを
嬉しく思つています。

この 3年間では幸運にも創立9o周年に巡り合わせ、
同窓の皆様方の母校への想いをあらためて感じさせて頂

き感動、感激として脳裏に焼き付いていま九

次の100周年がとても楽しみで丸
また、この3年間は少子化による生徒減の中で高校は統

廃合や改革が行われるなどの、高校整備計画の真つ最中

でもあり、本校の有り様を模索した時期でもありました

本校は旧制中学の伝統と歴史を背負い、地域の普通科高

校として歩むべく方向が示されることになり内′いホッと

しています。これからが大切だろうと考えていま丸

今後益々実績を積み上げられるよう念じ、期待したいと

思いま・九

退職後は、とにかく1、 2年は遊びたいと思います。

トレッキング、山菜採り、田舎の友人のところでの畑い

じり、国内外旅行、クッキングなどです。

また、内緒ですが勉強もしてみたいと思います。後はそ

れから考えま九

いまは、終わつたばかりでバタバタしていま丸

皆様にまた、いつか会える日を楽しみにしています。

それでは、東京同窓会の皆様、本当にお世話様になり

ました 心より厚くお礼申し上げ挨拶と致しま丸

大原付近から詢峰白山を望む

あ りが と う ご ざ い ま し た

二月といえば冬のさ中、本寸松にも相当な積雪があつたと親戚の受験生から聞き及びました。

母校の生徒諸君も受験期を迎えて今が大事な時期であり又、先生方も何かとお忙しい事と存じますが各人の希望

する進路が成就いたしますよう心よりお祈り申し上げます。杉原様が、本寸松高等学校長として数多くの成果を上

げられた二年間のご努力が最後に花開き、希望に満ちた新年度になることを確信しつつ同窓生一同感謝申し上げ

る次第です。杉原様が村松高校に縁のあることがこの度のご寄稿により初めて知りました。もつと早く存じ上げ

ておれば色々と話も弾んだことと今更ながら残念に思つております。

ご退職後は、 1～ 2年は存分に心身の解放をされて晴耕雨読、旅行等の日々を送られるご予定とうかがいまし
て、まことに羨ましいかぎりです。 今後とも、杉原様のご健康とますますのご発展をお祈り致しますと共に松
城健児の明るい未来を祈念致します。

村松高校東京同窓会
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C平成14年度・会費納入された方々 (敬称略)

◎旧中の部 (33名 )
相田忠亮、五十嵐一郎、伊藤秀男、伊藤勇五、伊藤達郎

笠原健二郎、亀嶋 謙、北沢卓夫、黒井伊作、熊倉 1吾

斉藤和男、斉藤朝之、佐伯益一、佐久間精―、佐藤豊夫

佐野善五、酒井 忠、式場俊三、高久貞夫、 千代国一
弦巻隆輔、寺田徳隣ミ成海正弘、西山荘平、 芳賀健一
松尾 貢、水尾広吉、武藤二郎、矢部五郎、 横松宏平
吉田公男、芳原英男、中村市雅一郎

◎高校男子の部 (109名 )

青木 猛、新井康夫、阿部 勇、安部 実、 青木敏和
伊藤 酸、伊藤和賢、石黒四郎、司 |1 滋、 稲毛越郎
今井英雄、岩倉富栄、遠藤 )贋、遠藤 日召、大島惣四郎
大橋秀雄、大橋貞夫、大西範孝、岡本・li可志、小笠原一憲

月藻響1雌、岡田見津夫、笠原 久、笠原静夫、金子鶴男
笠原大四郎、亀山知明、川合敏男、り1休す莞爾、神田弘毅

杵渕政海、熊倉芳夫、 倉田健五、雲村俊惟、熊倉富次
剣持常泰、小池生夫、小日山芳栄、ガW, 実、近藤殻夫
近藤英洋、近藤尚志、翻 判亀 工 幸雄、佐久間英輔
佐藤 赳、佐々木秀和、篠り|に夫、沢井 昭、斉藤正義
坂上卓夫、佐々木秀三、佐藤 克、佐藤栄治、沢出赳允

新保 優、下野文幹、鈴木多喜男、鈴木健司、鈴木忠雄
鈴木輝雄、瀬倉 薫、関塚 豪、関谷雄二、 高岡雄三
高地 彰、高地 勝、高山幹雄、田代信雄、 塚田 勝
土田 猛、坪谷次郎、弦巻一郎、弦巻 功、 鶴巻流三
鶴巻 浩、中川善隆、中村雅臣、中山 健、長谷川五郎
根本俊夫、長窃 |1宏一、二宮文三、廣田達衛、羽賀道信

長谷川洋夫、堀 直昭、松尾正春、松尾 了、増田訓英
羽田清之輔、松田輝夫、間― 、丸山貞次、

三室茂和

宮沢正由、武藤正昭、本Nllllヨ虫Б、本劇|1恭平、 本bllll忠司
目黒義二、人木又一郎、梁取正道、山崎輝雄、山崎豊吉

山田一男、山田俊治、 吉井 清、渡辺人郎
◆平成 13年度分会費納脇
今井英雄、佐野善五、中山 健、松田輝雄
◆平成 15年度分会費鵡
中山 健、根本俊夫、松田輝雄
(亀嶋 謙、北沢卓夫、高岡雄三、西山荘平)
()内は13年度に処理汎
◎旧高女の部 (13名 )
石井洋子、一氏愛子、内田道子、大橋玉枝、 大橋也子
小林早月、佐藤玲子、佐藤治子、新保清子、 鈴木節子
田村ミツエ、藤崎 トヨ、堀 和子

◎高校女子の部 (56名 )
安達繁子、荒井るり子、安中克子、飯利 幸、詞 |1 俊
五十嵐ノヽ瑞、小沢幸子、緒方康子、大嶋えみ、大野靖子

大橋マツエ、岡部ユキ、加藤久子、片柳ムツ、神田正子

緒形美恵子、川村イク、本村孝子、木村園子、久我マキ

風岡智鶴子、小島典子、近藤燦子、佐藤綾子、佐藤人重

佐々木恵美、 斉藤弘子、  斉藤英子、 佐久間順子
島田淑子、自石キヨ、治田レイ子、鈴木則子、高尾桂子

高岩美江子、高岡五百子、 田川百合子、 高浜つる子
寺山征子、出ロテル、徳永道子、中島和子、 仲村エツ
波多ミサエ、深見洋子、福島修子、真水道子、升本久子

丸山セイ子、松本知子、三宅紀子、宮腰ヨイ、向山律子

山西愈佐子、横溝田鶴、渡辺厚子

◆平成 13年度分会費納入者名
大橋玉枝、大野靖子

◆平成 15年度分会費前納者名
五十嵐ノヽ瑞、大野靖子

平成 14年度会費納入者数
男子=142名 女子=69名 合計=211名
〔潤

14年度会費で男子 1名は13年度前納で処理済。

C平成14年度口寄付された方々 (敬称略)

◎男子の部 (12名 )金額 =30,000円
7,000円  山瑕
5,000円  五十嵐喜作
3,000円  土田弐蔵
2,000円  遠藤 順、小日山芳栄、 須佐平助

中村雅臣、 西山荘平、 武藤三郎
梁取正道

1,000円  松田輝雄
郵便切手(4,000円相当分)田崎正一
◎女子の部 (3名 )金額 =6,000円
2,000円  緒方康子、 新保清子、 横溝田鶴

合計 15名  36,000円



平 成 ■ 4年 度 会 言十収 支 決 算 書
(平成 14年 4月 1日より平成 15年 3月 31日まで)

(55× 50)

15。 4/6  イト月文

新潟県立村松高等学校 東京同窓会

■又ノtの 書播 (単位 :円 ) メ
=日
」の 書

“

(単位 :円 )

特別会計

第45回大会収入 (No.34既報)737,000
特別会計

第45回大会支出 (No.34辟励 946, 540

―」畷髪会肩十

① 平成 14年度 会費
男子 141名 423,000  630,000
女子  69名  207,000
計  210名 ×生開ヨ(3,000)

平成 14年度 寄付金
男子  11名  30,000
女子   3名  6,000
計   14名

平成 13年度 会費
男子 計 4名  12,000
女子 計 2名  6,000

36.000

18,000

④ 受取り利子 (15。 4/1現在・税引後)    67

―可耀路蚤言十

① 第45回大会支出補填費    233,540
同上補填費 (No.34辟励209,540

同上挺勤成 出 24,000

②

③

会議費 (常任幹事会・幹事会) 176,634
通信費、送料          44,914
通信費 (切手、ハガキ)22,850

印届1費 (腿用紙共)14,388
-般送料      4,286
宅配送料      3,390

④ 会報発行費 (年 2回 )
編集会議費

473,590
84,700

141,750

48,240

141,750

54,000

3,150

31,710
10,570

9,390

1,180

27,000
20,000

7,000

30,000

⑤

⑥

No.33 E日届晰野(500)

同 酬
No.34 巨日届1費 (500)
同 送料
鮒 報 偽 淋L

備品購入費

―

刊脚斗

避 剖 斗

⑦ 図書購入費
母校90周年記念誌
県人会報

③ 慶弔費

津川高同窓会総会祝儀 10,000

芳賀健一氏葬儀香典  20,000
⑨ 雑費 (交通費、写真、消耗品他) 17,011

計          684,067

⑤ 平成 13年度繰越金     1,664,958

※ 14年度会費で男子 1名は13年度前納で処理済。
※ 14年度会費で次の方が重複納入されています。
15年度分会費として処理させていただきましたので

本書には言十上してありません。

中山 健・根本俊夫・松田輝雄 0五十嵐八瑞 。
大野靖子・ (以上 5名 @3,000=15,000)

収  入  計      2,349,025 支 出 計    1,044,969

差引残額 (15年度へ繰越し) 1,304,056

八
口 計      2, 349,025 合    計      2, 349, 025

願 かりだ鐘  15, 000) ※平成 15年度への繰越金内訳
帖 1,292,563

…

     11,493

上記の通り報告いたします。

上記の決算書は監杏の結果、適正と認めます。

平成15年 4月 10日

平成15年 4月 20日

会長・佐伯益―⑪ 財務委員長・塚田 勝⑪
会計監査・佐久間英輔⑪ 安達繁子⑩



平 成 ■ 4年 度 東 京 同 窓 会 の 動 き
4月  6日 (ID

13日 (土D

5月  1日 (水)
11日 (J

6月  8日 (ED

7月  6日 (二D

9月  7日 (ID

編 鐸塾ζ針諄課 (会報 33号 )
13:00 新潟県人会館
常 任 幹 事 会

13:00 新潟県人会館
大会案内状等発送、役員改選

幹 事 会

15:00 新潟県人会館
14年度大会準備、役員改選
会報 33号原稿を第一印刷ヘ

実 行 委 員 会

13:00 東天紅
会場打合せ (料理、飲み物、設営)

幹 事 会

14:00 新潟県人会館
役員選出、大会実施細目

東 京 同 窓 会 45回 大 会
12:00 東天紅・上野店
常 任 幹 事 会

13:00 新潟県人会館
会報発送、大会総括

編 集 会 議 陰 報34号 )
13:00 新潟県人会館
常 任 幹 事 会

14:00 新潟県人会館
役員委嘱、委員会役割分担、業務

内容の確認、45回大会会計報告
編 集 会 議 陰 報 34号 )
13:00 新潟県人会館

編 集 会 議 陰 報 34号 )
13:00 新潟県人会館
会報 34号原稿を第一印昂Jヘ
常 任 幹 事 会

13:30 新潟県人会館
実行委員会の立ち上げ

12月 4日 (水)総 務 委 員 会
16:00 東京ガス四谷クラブ

12月 22日 (日 )常 任 幹 事 会
13:30 新潟県人会館
会報発送、大会実行委員会

幹 事 会

15:30 新潟県人会館
経過報告、大会実行委員会

2月 2日 (日 )実 行 委 員 会
16:00 東京ガス四谷クラブ
各係・担当打合せ、プログラム

編 集 会 議 陰 報 35号)
17:30 東京ガス四谷クラブ

3月 22日 (土)紡誕婁雀覇義
13:30 新潟県人会館

11月  2日 (J

ll月 16日 (―D
ll月 16日 (D

モ

10月 5日 (J

掲 載 し た 5枚 の 山 (ん)絵 |こつ い で …・斉藤 史郎氏 作
某日、村松で飲んでいた時に誰かが、村松近隣の山の絵を見せてくれた。北東側から南西にかけて一望でき、話が弾ん

だ、これは見て楽しめ話題陛もあるし是非とも「会報」に掲載したいと言つてtヽたら `粘しヽてやろうか?"と 斉藤史郎
(高 7回・村松町在住)さんの声がした。やがて送られて来たのは、F6の画用紙5枚十二もおよぶ素晴らしいスケッチ画
で、驚くと共に感動さえ覚えた。彼は、愛宕中学校長になる前は「社会科」の教師でしたこ 深 見

p秋差岳1漱印方向にあるが千原付近から|ま望うない
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不ムが 氏い り

およそ、事を為すにあたり責任ある立場にある者は、
一般的に次のように考える。「これはちょつと難しいかも

知れぬが誰にやつてもらおう力」と。そして、それには、

およそ次の三つの手段がある。 一つは「誰か、やつて
くれないかな」と、独り言にも似た願望型。 二は「あ
なたこれをやつてくれませんか」と、いう依頼型:そし
て三は「これをやつて下さい」と、いう命令型である。

企業やボランテア活動において時々見られる光景であ

る。誰も肯んずる者の居ないような場合、責任者は「最

後は自分でやるしかない」と最初から腹の中で決めてか

かつているのが通念である。

そんな時に「それは私がやりましょう」と手を挙げる

者が居ることは責任者、即ち上司にとつて誠に心強い存

在となるものである。教訓めいたことを言うが、競争社

会の今日、誰かがやるだろうとの思惑、引つ込み思案、

優柔不断は禁物である。

未知の事がらであつても、よし!挑戦してみようとの

気概を持つことが大切であろう。さすれば知識も得られ

対応、羽頃、段取り等のやり方も自然に覚えていくであ

ろうし、分からぬ所は訊けばよい。失敗してもよいでは

なし功、

同じ失敗は三度繰り返さぬものである。そして、それ

を成し遂げた後の満足感はまた格別であり、これが身に

備わる一つの財産となる。このような気概を持っていれ

ば、世間に出ても他から尊敬され、信頼を得るというこ

とを知るべきである。

“私がやりまず 'の一言は、中々言えない言葉ではあ

るが何事も積極的に動くことが月干要であろう。

ま す !

東京同窓会 会長 佐伯 益一 (旧中27回 )
以上述べたことは「個」の問題である。

然らば集団で事を為す場合ではどうだろう力、前述のよ

うに難しい事であれば、皆、黙してムッツリ右門を決め

込むが、事が安易で且つ、欲得が絡めば希望者は続出す

る。 「オレがやる・オレがやる」では却って秩序を乱
し混乱を招くことになる。

集団で行動を起こす時には必ずリーダーを必要とする。

旧軍隊では二人揃えば団体といわれた。どちらかが必ず

号令を力ヽする事になっていた。これは秩序を守ることで

ある。故に責任者は、その中から然るべき者を指洛し、

明確な方針を示したうえ、全員が力を結集し事に当るこ

とが必要となる。

さて、東京同窓会では昨年が役員改選の年であつた。

役員の数を増やし、夫々の役害1分担を定め、責任を持つ

て職務を遂行することとなった

いずれも、「俺がやる 0私がやらね|力 という気概の持

ち主でもある。時代は最早や高校卒の同窓諸君が推進力

となつている。喜ばしい事である。

東京の会報「臥龍が丘は緑なり」新春号にも、私の考

えの一端を述べたが、私は棚の上に座っておればよいの

であり、大局を誤らぬよう見守って行きたいと思う。

本年六月七日、上野の東天紅で開催する第四十六回大

会の準備も既に始まつている。また当日配布する会報の

編集にも着手している事も、決して早過ぎるということ

ではなし、

☆ 本稿は母校「松城」編集部の依頼により、主とし
て本年卒業する生徒諸君を対象に記したものであ

るが、その後、一部訂正して再掲したものである。
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秋 差 岳  日 帰 り 登 山

一一-2回も登つてしまったお話 ―一
加藤 系― (高 7回、村松町在住)

公務員業リタイア 3年目、仕事山で趣味と実益を兼ね
て間もない頃の話である。これは小生唯一、山に魅せら

れて2回も登つた状差岳のお話である。これを遊び山と

称している。

*山の名称について

秋差岳 (1636m)→ えぶりさしだけと読む
えぶり→ (柄振・槻

農具の一つ、穀物の実などをかきよせ又は

水田の土をならすのに用いる。竿の先に厚

い板をつけ、鋸歯状の凹凸をつけたもの。

グラウンドをならす木製のデレッキと思え

|ゴよし、

さし → 囲

接尾語、ある語に添えて物の姿や状態をあ

らわす語D  広辞苑 (岩波書店)による
*状差岳の位置

ヾ
公里テi枕乳
ホふ

茄力可タム
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先回 (貴会報No,33)は北股、中峰のお話をしたが今回は

岩船郡関川本慟 らヽ大石ダム経由、ゲートを開けてもらつ

てさらに15分車止駐車、秋差全登る。この山だけ登る
ルー トはここしかないのである。

*発端

山仕事の相棒が山頂まであと2時間の所にある大石ダ

ムの無人雨量局で仕事をしたとき、自分の役害1の作業が

早く終ったので、一人で山頂まで行って来たという話を

してくれた。それは美しい山だという。だけど話ではと

ても説明できない程だという。とてもハードなので雨量

局の作業がある日に、遊び山でゲートを通して貰つてい

つか登つてみようと相談がまとまった

*鉄イテ

登山の記録

一回目01996年 6月 12日 (水)霧雨次第に晴 山頂ガス
起床 3:30→村松発 4:00→大石ダム事務所着 5:23

作業の人達と合流ゲート開門6:16発→車止 6:35

登山開始6:40→無人雨量局着8:50少し作業手伝う

9:46局舎出発→山小屋着 11:40下山開始 12:10→

車止着 17:10着替え、ダム事務所着 17:30→村杉温

泉着 18:30→入浴後村松着 20:30

二回目・1997年 6月 6日 (金)一日中晴 山頂ガス
起床 3:40村松発 4:40→大石ダム着6:10

以下省略

*遊び山の報告

大石ダムから鍵を借りて開門、車止めまで15分、深い

谷に架かるつり橋を渡つて山にとりつく、このルー トの

特徴は、一般の山ならば程々に平らかな所があつて

'却

を

休めるものだがそれが殆どない事である。登れども登れ

ども斜面の連続で体力をつかう山である。

無人雨量局舎で作業の人達と別れてなおも登る。因みに

履物は作業用のゴム長靴 (中がスポンジで覆われ底のボ

ッは普通のものより深い)。 所々、笹薮の間にツバメオモ

トの群生が見られ気持ちを和ませてくれる。やがてそれ

らが見られなくなつた という事は海抜800mラインを超

えたことを意味する。
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植生界が一変して地に這う高山植物が我々を迎える。

霧がさっと来てさっと去る。風も強くて厳しし、 ウイン

ドヤッケのフードをおさえて俯いて歩いて行くと遭難し

た人の小さな墓碑が埋め込んである。気象の急変で命を

落としたのであろう。 3ヶ所あつたがなにかしら身の引

き締まるのを感じつつ登りに登る。山頂まであと一息、

斜面は一段と険しくなり残雪の中をジグザグに登つて行

くと、その時、大鷲のつがいが雲間から見え隠れしなが

ら悠揚と旋回する様が日にとびこんできた。こんなに大

きな鳥をこんなに近くで見たのは生まれて初めてで、襲

われるのではないかと思つたり神秘ささえ覚えた。

一回日の登山の時は予想もしていなかったのでカメラを

出す暇も無く、ただただ見上げていた。残雪が途絶えるり、

大鷲の舞つていた所に行くと大小の池塘が点在し腹を食

い千切られた蛙力V印向けに大の字になって散らばつてい

た。池塘を通過して頂上への小さな標識を横目にブッシ

ュの坂を登つて行くと所々に山桜が開花して迎えてくれ

た。登りきるとやや下り坂のガラ場になつていてチング

ルマが強風にあおられながら群生し、その先の霧の中ボ

ーッと山小屋が見えた。山の天気は気紛れで気温は下が

り手がかじかむ。小屋の中で缶ビールと握り飯で慌しく

昼食を取り下山開始、山小屋の滞在時間は僅か 30分だっ

た  山小屋の中の壁面にカラー写真が貼つてあり、50
才代女性、飯豊連峰縦走の途中、秋差山頂あたりで行方

不明となる、発見された方は右へご連絡を一―とあつた。

もと来た道を辿り下りに下る。 大鷲がもう一度姿を見
せて霧の中へ消えた。海抜 1000mを過ぎ下ると、まるで

別世界のように好天気 !ツバメオモトの群生をカメラに

おさめたりしながら下るが脚を休める平らな所がない。

スキー場のスロープよろしく、斜めに横たわり{奎うヽJ却

を休める。人気のない所で珍しく大きなリュックをしょ

つて登つてくる二人の若者に出会つた。聞けば、大石ダ

ム近くの農協職員で今晩は山小屋に泊まり明日下山する

との事。我々二人は日帰りの秋差登山の帰途だと言うと

非常に熱 たヽ様子だつた。扶差は単独登山の山ではなし、

なおも下り無人雨量局舎を横目にとつとと下る。下りも

夕山
こ′/77,

木久占
(7ノタノ

長時間だと体力の消耗が激ししゝ 眼下の谷に架かるつり

橋が見えて歩きはもう少しで終わりという所でふと周囲

を見ると木の幹に沢山のヒラタケが生えているではない

力ゝ 夢中で収穫、その分リュックが重くなる。つり橋が

すぐそこに見えると云うのに右足の膝が笑い出して、ま

るでオモチャのロボットのようにすり足でナメクジが這

うようにゆつくりの歩みになつた。漸くつり橋に辿り着

くと車上には途中で会った若者達の車が一台だけポツン

とあつた。無人雨量局作業の皆さんはゲートを開けたま

まダム事務所で待つていてくれた 1997年 6月 6日 、二

回日の秋差岳登山をした。 しかし、またも山頂近くの天
候が悪く飯豊連峰のパノラマは見る事が出来なかつた

ここ迄は一回目の事を書いた

二回目は道のりも分り力の酉論 も上手く行つたと思う。

二回目も大鷲のつがいに会う事ができた。残雪が近づく

と斜面に腹這いになリカメラを用意して進んだ:やはり
雲間から現れた鷲はゆつたりと旋回してくれたが小生の

シャッターチャンス悪く点の様に写つていたD残念 !

その代わり大鷲が羽ばたいて散らした羽、二葉は小生の

日記帳6月 12日 と6月 6日のページに栞よろしく挟まつ

ている。この次、もし書く機会があれば、送電線の鉄塔

下巡視路で下刈作業の様子という事になる。秋差登山か

ら7年いやまもなく8年にもなる。
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か ん ろ く 会 /′ 2002

亀山 知明 (高 3回 )
恒例の「かんろく会」を、昨年秋も深まった 11月

23日 (日 )にいつもの東京ガス「四谷クラカ で開いた

概ねの人が昨年は「古希」を迎え、春には我々の干支で

ある「申さる」に因み新潟と関東を結ぶ旧三国街道沿いの

「猿ケ京温泉」でお互いに生きて迎えることの出来た「古

希」を祝つた時の話し、また、瞼に残つている残雪をか

ぶつた窃 |1連峰、それを背景としたみどり鮮やかな若葉

・・・・・ その時の情景を思い浮かべた話しなど、い
つにもなく話がはずんで楽しい一夜を過ごした

今回も、新潟からは遠路用 |1君、週 |1君など5名が参

加し総勢23名、「ふるさとの活性化を・・・・」なども
大きな話題になつていた

それにしても「子日はく・・・・・七十にして心の欲す

る所に従えども矩を喩えず」(論語 為政四)で、とにか
く時間の経っているのも忘れた賑やかな一夜であつた

なんと、その後、席を改めての「なつめろカラオケ大

会」(当 日出席者の殆んどが参加)と続いた70才「松城
健児」の集いも来年の再会を約し無事終わつた

【あの ころの追 `臆】写真集を見て

山中 正勝 (旧中28回、新潟市在住)
『戦後の日本は、とても貧しく、苦しい時代であつた。

しかし皆苦しさに耐え、強く遅しく生き抜いてきた。忘

れてはならない日本人の記録測

巻頭の一文を噛みしめながら、この写真集を経きました

58頁59頁の西村松駅、改札口、ホームは私にとつ
て貴重な風景として目に飛び込んで来ました。なぜなら、

23・ 4歳の頃、西村松駅から加茂へ何年か通勤してい

たことがあつたからです。当時の加茂行きの電車は結構

混んでいて、暫らくは吊り革につかまって立っていたこ

ともあつたと覚えていますし蒲原鉄道は何年か前に廃止

になり、線路は今、立派な舗装道路に姿を変えました

39～ 45頁の田園風景を目にしていた時、一緒に見
ていた家内が写真より更に一昔前のことを話し出しまし

た。農家の男子が出征して人手不足の農家に女学生が勤

労奉仕として出力Vナ、蛭のいる田圃に恐る恐る入り田植

えをした事、また、田舎のおばさんの家に稲刈りの手伝

いに行つて、子供の背には重過ぎるお米をかついで田舎

からの遠い道のりを歩いて帰つた事など、追憶は更に過

去へと私達を誘つてくれました

100頁 101頁で新潟市の昭和橋の写真を見て驚き
ました。昭和39年の新潟地震では新しい昭和大橋が近
代美を誇つて架けられたのも束の間、無残に崩れ落ちた

のは、今新潟に住む身としては印象深いことですが、その

7年前までは写真のような本の橋が架けられていたとは

すつかり記憶から薄れておりました この写真集を見

て昔の思い出を幾つも蘇らせて下さつた林寛先生に感

謝しま丸 この写真集が手元にある限り、私たちの若い

日々を思い出すよすがとなるでしょう。
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かんろく会 於四谷クラブ 平成14年 11月 23日
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お 便 りの 中 か ら )頂不同 :敬称略

東京新潟県人会広報委員  市川 昭二
その後 益々ご活躍のご様子、大慶に存じま丸
さて貴会報「臥龍が丘は緑なり」を頂戴いたしました

厚く御礼を申し上げます。早速楽しく拝見させてもらい

ました。とに角、佐伯会長の名文、随想、漫談を面白く

そして感心しながら読みました
「同級会は持病の宣伝場」のタイトルの良さもさること

ながら、自分達のクラス会も全く同じスタイルなので、
「そうそう。そうだ !」 と臨場感に浸りました。宴会の

写真と、末は博士か大臣かと夢見た頃の写真の組み合わ

せは素晴らしいですれ

“制服の変遷"、 非凡な記憶力にさすがに名会長だなと

思いました。忘れかけていた「剣吊り」という言葉と、

その写真、懐かしい限りです。ゲー トルに素足で教練に

臨み、配属将校に怒鳴られバツに砂利道を走らせられた

ことなど、六十年前を思い出しました。

御礼労々気のつく儘に、有り難うございました。

新潟市在住 五十嵐 喜作 (中 27)
「松城」20号、「広報かのせ」等々拝受。各方面での
活躍ぶりに敬意を表しま・九 「松城」で本批狐粥清懇談会

に、町長が 14年間も顔を出さなかつたことを知り唖然
とした。松高の低迷ぶりの原因のひとつが、こんな所に

あつたのかと思つた。また「私がやります」で地元同窓

会が、もつと元気になってほしいとも思つた

明治維新前後の村松藩に取材した小説を送る。

(南条範夫・一十郎とお蘭さま)以前購入したものだが

村松町史などと比べ、ある程度史実に拠ったものと思わ

れる。何かの参考になろう。

「 温 故 知 新 」

鈴木 多喜男 (高 4回 )
私は日本が国際連盟を脱退した年、昭和8年に生まれ

ました。日本は次第に軍国主義が台頭しついに第二次大

戦 (昭和 16年 12月 8日 )に突入するはめになりまし
た。終戦の翌年 (昭和21年)旧制中学校へ最後の入学
をしたが高校一年までの4年間は常に最下級生でした。

幸いにも多くの同級生が同じ学び舎で6年間一緒に過ご

した事は今日まで強い絆の連帯感が肌に泌みています。

私は6年間、津川から毎朝 5時 50分の一番列車で四
季を通して通い続けました。一番辛かつた事は今でも忘

れられない冬の通学で、未だ暗く寒い時刻に朝食を済ま

すと誰も通つていない雪のさら地を約20分駅に向かつ
て歩くのです。特に吹雪の日は泣きたい思いが……

私の前に道はない1 私の後ろには道ができる……

いつも始発に乗る顔は同じで、新潟まで仕入れに行く商

人の姿、学校は違うが何人かの学生の姿、それに会社員、

列車の中で弁当を開けて食べる姿があちこちに見られま

した。潮 ||から馬下までの山合のトンネルは24を数え
窓を開けると石炭臭い灰色のモクモクとした煙が車内に

飛込んでくるのです8磐越西線は阿賀野川沿いに走るが
当時は生きる為に必死で山々の紅葉の美しさ、阿賀卿 ||

の清流、そうした山紫水明を味わう余裕などありません

でした。生きる為の生活防衛に老いも若きも一生懸命脇

見もせず暮し続けたと言つても過言ではありませた

時は流れ、日本経済は昭和 30年前半から次第に高度
成長期に入り60年代から世界のトップクラスに躍り出
ました。今ではデフレ経済の先行き不透明な社会構造が

大きな社会問題になっています。時代は幼児期、成長期、

成熟期、衰退期と変貌していきます。私達は古希を過ぎ

たと言え一番大変な時代に直面しそれを乗り越えた力強

さは誰にも負けないと自負しています。若い者から見れ

|ゴ「頑固」としか写らないだろうが今、こうした不透明

な時代こそ世の中に役立つ行動を起こすのも一つの信念

ではないだろうれ 全国で 3,300程の市町村の自治体を

政府の旗振りで「平成の大合併」をとその議論が各地に

吹き荒れ「まちづくり」の議論よりも合併相手の組み合

せの政争にしか見えません。確力ヽ こ過去の制度を根本的

に変革させるものと変えてはならない文化があります。

私達が育った時代は生活が貧しくとも人々の連帯感、

心の絆、人の温もりがありました。今日は物質的に満さ

れているが肉体的、精神的には脆溺にし力与 りません。

各位が同窓会、同級会、県人会等の色々な会合にただ参

加するのではなく、創造力を発揮して次代を担う若者に

も語り継ぐ夢を提供出来ると思われます。
「古きを尋ね新しきを知る !」 我々はまだ老ける年齢で

はありませれ いつも心に余裕を持ち、健康に恵まれ、

若々しい人生を堪能しようではありません力、

ち ょ っ と い や な 言舌

ビールの発泡酒の売れ行きが良いので、税金があがる

という。この拙稿が世に出る頃は、もう上がっているか

も知れないが。前にも焼酎がそうだつた。分量の半分は

税金である。それに消費税が掛かる。

庶民のささやかな楽しみが奪われつつある。反対の世

論が湧き上がってこないのが不思議である。国の予算の

支出には大きな無駄がある。例えば国会議員の数、外国
への無意味な援助。こういうものから減らしてゆけば、

なにも酒税を上げることはないと思うが、飲ん兵衛の皆

さん、如イ可が、お思いか? (イ白)



「 藤 ]言舌」 ち ょっ と気 に な る コ トバ

八木 又―郎 (高 7回 )
年をとると自分では、何にも気づかずに、しゃべつて

いるくせに、人が話している言葉が気になることが多く、

日本語が乱れているなんておおそれたことは言わないが、

日ごろ感じていることの中から二つあげてみる。

しかし、私が思つているだけのことであつて、間違っ

ているかも知れないことである。

“セ ン セ イ "

議員や医師、文士の方を尊敬して先生と呼ぶことがあ

るが、その方が自分のことを先生といわれたことを聞い

たことがなしゝ ところが、学校特にノJヽ中学校では教員が、

自分のことを「先生」と第 3人称で呼んでいることであ

る。「先生はこう思つているんだ」、「先生の言うことを聞

きなさい」「先生の言つてることがわかる力」

学校の教員を先生と呼ぶのは、児童・生徒、保護者あ

るいは他の人たちが尊敬や敬意をはらつて呼ぶ言葉であ

ろうと思つている。

なぜ「オレは、僕は、私は」と1人称で話ができない

のだろう力、

“扉 が 閉 ま りま す "

電車に乗つていていつも思うのだが、発車前のアナウ

ンスで車掌さんが 「扉が閉まります。ご注意ください」
この「閉まります」が気になるのである。自分で開閉器

を操作して閉めるのである。プラットホームでのアナウ

ンスで「扉が閉まります。駆け込み乗車はおやめくださ

い」の「閉まります」は納得できるのである。確力ヽ こ扉

は閉まるのであるが、自分で閉めておいて「閉まる」は

ないだろう。「扉をしめます。ご注意ください」ではない

だろう力、車掌さんの中には「閉まります」ではなく、「扉

を閉めます」と自分の意思で閉めることを告げる方もお

られる力ふ―――。

“⌒シスニい をL月肇い iミ t「"

いろいろな会、会議のあいさつや、コメントで  「～
たいと思います」という言葉が気になる。例えば「感謝

申し上げたいと思います」「お礼申し上げたいと思いま

す」である。感謝やお礼を申し上げる対象がそこに居な

い場合ならわかる気がするが、感謝やお礼を申し上げる

対象が目の前に居るのに「たい」はないだろうと思うの

である。すなおに「感謝申し上げます」「お礼申し上げま

す」「有り難うございました」ではないだろうれ 「たい」
を辞書で引くと「度い」とあり、動詞などの連用形につ

いて「希望の意をあらわす」とある。「褒められたい」の

ように使うようた

どれも主体性のない言い方のように`思えてならないが、

皆様はどうお思いでしょう力、広報委員会宛にご意見、

ご感想などいただけたら幸甚に思います。

高 4回生有志・新宿 「パイラスクラブ」の例会

～ 疎 開 学 友 との 絆 60年 ～
鈴木 健司 (高 4回 )

高4回生 (昭和27年卒)と、新宿 3丁目かなめ道り
「城Jレくイラスクラブ」の交流について書いてみました

まずは
~バ
イラスクラブ」の説明から始めます。

場所は、新宿「末広亭」近くのFBビル4階にあります。
都立戸山高校 (旧府立第四中学校)昭和27年卒業生の

石川正久氏が、自社ビルの4階を同期生懇親の場として、

戸山高校 27年卒業生と戸山高校同窓生に提供されたも
のです。およそ25～ 26年位以前のことでしょう力、
戸山高校27年卒業の正会員・準会員の戸山高校同窓生
と正会員紹介のビジターが利用できるメンバーズクラブ

です。村松高校 27年卒業生の紹介者は梶屋庄佑氏で丸
梶屋氏は昭和20年、五泉小学校 6年生に疎開して来
られ、昭和21年、旧制村松中学校に我々と一緒に入学
されまし,t中学3年生で旧府立第四中学校に転校され、
戸山高校昭和27年卒業生となられました
梶屋氏に同クラブヘ紹介して頂いたのは、20数年前の
ことでした。それ以来我々は「パイラスクラブ」の「準

メンバー扱」として、有志の懇親会・関東地区の同期会・

忘年会・二次会場など1研り用させて頂いて参りました。

現在は「偶数月の第 2木曜日」を例会日として、有志

が通常4人～ 10人位集まつて懇親会を開催しています。

最近では現役リタイヤの方々が出席されて、50年ぶり
の出会いの場になつたり、地元新潟からたまたま上京さ

れた同期生との懇親の席になつたりしています。

私達を迎えて下さいました司 |1正久氏を初めとしての

戸山高校メンバーの方々のご厚意と、紹介者梶屋庄佑氏

のご人徳の賜物に感謝しながら、今後とも長生きをして

この例会を積み重ねて行きたいものと念願しています。

について
―平成3年 3月に竣工した都第一本庁舎 (高さ243m、

地上48階、地下3階)を新宿中央公園から撮影した。
石原都政の二期目 (3月の選挙で300万票)、 はたして?

難
輸

平成15年 2月 13日 lAlの例会にて

ゴ′



新保 優 (高 10回 )
さまざまな健康食品や健康増進材がテレビ番組や新聞

広告で話題になっている。しかし奇跡的な効果を示す経

験談や服用前後の写真に見られるように,ある種の新興

宗教にも似た怪しさが透けて見える気がしていた。アロ

エベラもこのような健康増進食品の一つであるので,私
はあまり関心を持っていなかつた。しかしながら数年前

に園芸関係の講演を聞いたとき,アロエベラに,い底忽れ

込んでおられる講師がいて,その効能がい力ヽこ本物であ
るかをしばしば講義の本筋から脱線して話された。その

説得力に感化されて, 自分で確かめて見る気になってし

まつた。その結果, 日焼けや胃腸の不具合には確かに効

くように思えて,その後話を聞いたりいろいろ調べたり
しているうちに,アロエベラに取り込まれてしまった
写真に示したように、アロエベラは茎がほとんど伸び

ず,長く肉厚の葉が株元から群生する, リュウゼツラン

に似た多肉植物であり、暖地でよく見かける、茎の長い

木立 (キダチ)アロエとは別種である。

健康増進食品 “アロエベラ"の体験
性病対策,抗ガン作用からエイズの治療まで効果がある
とされている。その全てを信ずるには抵抗を感じるが、

私の経験では日焼けや胃炎,便秘の他に, 口内炎や歯茎
の痛みにも効くようである。しかしアートピー皮膚炎に

対しては,直接塗つたらかえってかゆみが広がった。ア
ロエには皮膚のかぶれや下痢などの副作用があるので、

最初は少量づつ食べるとか、腕の内側に少し塗るなどし

て様子をみると良しヽ

アロエベラの葉を2～ 3 cm巾に輪切りにしたものが一

回分の分量になる。葉の皮をむいてゲルを取り出し、一

日に 1～ 3回空腹時に食べる。グルはかなりぬるぬるする

がほとんど苦くなし、 しかし皮やグルから分泌される黄

色い粘液は苦い味がするので、慣れないうちは水で洗う

と食べやすくなる。また皮の粘液を皮膚に塗れば美容効

果が期待できる。アロエゲルはポン酢などをつけて生食

する他に,てんぷらにしたり、お茶として服用したりで

きる。アロエについては多くの本が出版されており、食
べ方や効力が詳しく説明されている。

切つた葉は切り口にラップを巻いて,冷蔵庫の野菜貯
蔵室で保存する。古くなるとグルが苦くなり、やがて酸

つぱくなつて色も変わつてくる。保存できる期間は 2～3

週間である。しかし茎から外しただけの葉なら|£ 二ヵ

月以上保存できる。

アロエベラの生葉は輸送と保存の問題のため、やや手

に入り難く高価であった。しかし最近では数枚程度の少

量でも入手できる。そして以前は 1000円以上した

600～ 800gの生葉 1枚の価格は400～800円まで下がつてき

た。また現在は種々のグル製剤が販売されているので,

やや高価ではあるが手軽に使用できる。生葉やグル製剤

の入手先はインターネットで知ることができるが,信頼
できる供給元は経験者から聞くのが良いと思われる。

しかし木立アロエもアロエベラも良く似た成分が葉に含

まれており, どちらも同じような目的で利用される。た

だ木立アロエは葉肉が少ないので,葉の皮に含まれる苦
味成分が主に利用されるのに対し,アロエベラは葉の皮
に含まれる成分が薬事法で規制されているために,一般
にはゼラチン状の葉肉 (ゲノL/1カ汗1用される。

アロエベラは熱帯、亜熱帯の乾燥地でじつくり育てら

れたものが薬効が高く,化学肥料で促成栽培されたり,
温室内で軟弱に育てられると効力が激減する。東京近傍

では,冬に室内に取りこめば温室がなくても栽培できる
が,薬効はあまり期待できない。カリフォルニヤ産やメ
キシコ産, 日本では沖縄産のものが薬効が高いそうであ

る。アロエベラは米国では医薬品として扱われており,

規格によって品質が保証されている。

アロエベラのグルは殺菌作用のほ力ヽ こ,細胞の再製力
と免疫力を高め、美容やダイエット効果,老化防止,慢

30億 回 !

これは何を意味する数字でしょう?

心臓は一分間に70回ほど、一日に10万回、平均寿命
まで、なんと30億回も鼓動を続けて体内に血流を送っ
ていま丸  心臓が収縮する時に心臓から微弱電気が発
生します。この電気をグラフに書き出すのが,い電計で、

ドクターはこの心電図の波形を読み心臓の正常、異常を

診断します。 ちなみに子犬や猫は、人間よりも心拍数
が多いため平均寿命は人間よりはる力ヽ こ低いのです。

たゆみなく働き続ける1臨に感謝をして大切にしたい
ものです。

なお余談ですが、人間の細胞は最良のコンデションに

おいとくと150年もつそうです。ストレスや不摂生を
して何十年も耐用年数を縮めているのが人間の弱さとも

言えるでしょう。         (蕗 )

アロIベラキタ手アロI

ノθ



本寸本公∠テ瑳蒙牛勿言吾

この度、輸 郷土出版社発行の「五泉・村松・東蒲原郡

今昔写真帳」の懐かしい街、あの風景集を拝見し私が昭

和 18年、東京隅田国民学校 1年の2学期の秋、お袋の生

まれ故郷である村松町に疎開し、村松高等学校卒業まで

の 12年間の思い出が甦る。最近、日本全国で平成の大
合併との流れの中で五泉・村松の合併、東蒲原地域の合

併を耳にする。特に、 12年間お世話になつた村松につ
いての今昔物語を写真集の中で写した文章を紹介したい

と思う。 村松町は、正保潔 164の堀家 3万石で成立
した村松藩の城下町である。その町並みは、昭和21年
(19405月 の大火で1200軒を焼失したものの、充分
に城下町としてのたたずまいが残つている。町内を巡る

道にもその面影が見られ、それらは全て城を敵撃から守

る要塞としての配慮がほどこされたものである。町名に

も各寺院を一ヶ所に集めた寺町、大手町、長柄町、御徒

士町などが残つている。

明治に入ると政府は近代化と殖産興業の新しい政策を

打ち出して、村松合同製糸工場などが設置され繊維産業

が発達した。日清戦争のあおりから軍備が増強され、城

下町村松に明治29年から歩兵三十連隊が設立された。
その後、軍都として発展し、各地から軍人を収容する為

の兵営が建てられ、それと同時に営所道りと称する町並

みもできた。連隊の駐屯により、町を一変させることに

なる。 昭和初期になると工業化が進み、織物が盛んな
五泉では個人経営や会社経営の機屋が軒を連ねていた。

また、村松には県下最大の片倉製糸工場があり、主に輸

出品を手がけ活況を呈していたが、戦争が勃発すると経

営は傾いた

村松公園の櫻は広く人々に愛され、蒲原鉄道が開通す

ると、花見の季節には駅から公園まで人であふれた。村

松公園は明治39年 10月、日露戦勝記念として造成さ
れた。春になると、約3000本の櫻(9割は染井吉勁
が公園内で咲き誇る。 蒲原鉄道は大正 8年 7月、越後
鉄道の常務を務めた久須美東馬らを発起人として五泉～

川内間の路線を申請、大正 12年 10月 20日 に五泉～
村松間を県内初の電気鉄道として開通した。 昭和4年
10月加詢駅まで 15駅開通らその後、経営不振により
昭和60年村松～加茂間を廃止、平成 11年には五泉～
村松間も廃止、76年にわたる電気鉄道の幕は閉じた
村松町は自山、菅名岳、川内の山を背に平坦な農地が

連なり米所の平地が広がっている。村松駅と西村松駅の

中間辺りに自山がそびえ、雪は例年 6月 上旬に消えると

云われている。 村松は文教の町である。古くは明治元
年に藩校「文武館」が生まれている。これはもちろん、

武士の為の学校である。明治36年に県立村松工業学校
が設立され、間もなく長岡に移転した 明治44年、1日制

塚田 勝 (高 8回 )
村松中学校設立、戦前の昭和 18年には兵舎内に全国で
二校しかない村松陸軍少年通信学校が設立され、全国か

ら800名の生徒が集まつた 旧制中学時代は村松、五
泉、加茂、新津、亀田、自根、東蒲原など幅広い地域か

ら通学者があり、各界に多くの人材を輩出した有名校で

あつた。昭和23年、近郷で唯一の県立村松高等学校が

設立され、翌24年に村松高等女学校も合併されて県内
でも早い男女共学校となる。現在の校舎は3階建て鉄筋
コンクリートであるが創立当時からの伝統ある校門が今

も残つている創立9o年の伝統ある学校である。
村松町役場は昭和初期、木造の建物で威厳があつた。

たびたび町の式典会場となり町の有力者や軍閥関係者が

参列した。しかし昭和21年の大火で焼失、直ちにバラ
ックで旧村松高等女学校の跡地に建て、昭和46年に竣
工された新庁舎の周囲には、公民館や法務所、保険セン

ター、さくらんど会館 (1日村松ノJヽ学校跡地 などが建ち、

町の中心的な役害1を果た九

日枝劇刊践零Lは、 日召不日10有議頁よりつ∪祭りがi婦イ桂(9月
17～ 19日 )され、灯篭の奉納や奉納相撲などの興行も

開かれて賑わいを見せている。

昭和初期、村松に軍隊が駐屯し営門までを営所通りと

呼び道の両側日劇雁木が続く。終戦後の21年に村松大
火で県立農林専門学校 (後の新潟大学農学部)、 小学校、

中学校が兵舎を利用したため営所通りから学校町通りと

改称された。現在は、いずれも移転して住宅地になり日

の出町となつている。大手通りの正面に本町通りの三村

屋菓子店 (昭和 11年頃創業)のたたずまいが現在も残
つている。昭和 15年頃の初荷風景・正月の松の内に青
竹ののぼりをお得意様の店先に立ててご祝儀を頂く風習

は戦後、自動車が普及した為やがて無くなつた

昭和30年代の村松町別所の虚空蔵様、参拝人で賑わう。
昭和30年代の村松矢津、鍬や肥料を積んだリヤカーで
畑仕事。昭和30年頃の村松の市、3と 8のつく日 (3
日, 8日 , 13日 , 18日 )に本町通りで市が立ち、農
家の人達が農産物を販売し買物客で大いに賑わつた

時代は車社会になり交通量が増加した為、市は現在の保

険センターの駐車場で開かれ、今は3日、8日 の市とし

て人々から親しまれている。戦後、人々の勤勉さにより

経済は徐々に立ち直り近代化が進み、役場や学校をはじ

め工場などは本造から鉄筋へと作り替えられ、街並みの

一角にあつた映画館は姿を消していつた。現在、町の中

心街では郊外に出来たショッピングセンターヘの客足流

出を食い止めようと新しい街造りを模索している。

住宅地域は過疎化が進み、住む人のいない廃墟が続き昔

の面影がなく寂しさをさそう。
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言卜 幸反

芳賀 健―氏 (旧中33回卒)
平成 14年 11月 17日永眠されました。氏は長年
にわたり東京同窓会の幹事を務め、会の発展に貢献さ

れました。謹んでご冥福をお祈り致します。

ち ょ つ とい い 話

日本の道路上通行は、昔から左側通行が守られていた

武士が腰に差した刀の鞘が当たらぬためである。これが

当たると「鞘当て」といって争いの元となった。然るに

何時頃からか「車は左 0人は右」と道交法が変わった

後ろから車に追突されるのを防ぐためであったらしし、

ところが、現状はいつたいどうだろう?まるで目茶苦茶

である。守られていない。渋谷や新宿のスクランブル交

差点での混舌しま物凄いものである。大分前に、地面に矢

印で方向づけをするべきだと提唱したことがあるが、未

だに実現されていなし、 (警察で話をした覚えがある)
「車も人も左側通行」に戻すべきだと考える。歩道上の

自転車の通行にも区画線を引いて通行範囲を明確にする

べきであろう。 因みに言うがスクランブル交差点とは
「多方向から、歩行者が一斉横断できる交差点」であつ

て、咬み合う、混乱させるとの意味である。

スクランブルだけだと、緊急発進となる。

行政の再考を促したし、          (伯 )

ち よ と言 い た い こ と

加藤系一さんが退職後、近隣の山で下草刈りの奉仕活

動を始めたと聞いた時、とてもそんな荒つぽい仕事をす

るとは思えない温和な人だつたのでは?と、ちょつと意

外な感じがしたものです。村松で逢つた時、何故 ?と聞

いたら彼は、今まで身体を使わなかったから今後は逆の

事をやろうと思つて……。などとゆつたりした調子で笑

いながら言つたのが印象的でした。

彼は退職までずっと「美術教師」でしたD  深 見

平成 15年 6月 第 35号     表紙の題名・題字は、佐伯益一氏 (旧中27)書
発 行 人  新 潟 県 立 村 松 高 等 学 校 東 京 同 窓 会  広 報 委 員 会
事務局  〒157‐ 0061 東京都世田谷区北烏山 3-18-20 ノヽ本 又―郎 方
電話 O FAX番号 03-3307-1048

また8月 15日が巡つてくる。政府関係者の靖国神社
への参拝について、マスコミの「公人ですか?私人です

か ?」 の猛烈なぶら下がり取材が女台まる。そして大々的

に報道する。もちろん韓国や中国へもご注進に及ぶだろ

う。両国からは威嚇猛々しい内政干渉の文句がくる。戦

争犯罪人が祀られていると言うのが大きな理由である。

韓国にはそれをいう資格はない。戦争犯罪人とはいつた

い誰が決めた? 戦争犯罪人とは法的根拠の無い報復的
な東京裁判によつて処刑された人々である。

政府は理解を求めると言うのみで断固抗議はしていな

しヽ 靖国とは国を靖んずること。すなわち平和を願うこ

とである。国のために命を捧げた人達を祀り、お参りす

るのがイ可故悪いの力、

今の日本の政治・世論はマスコミに振りまわされてい

ると言つても過言ではあるまし、 先の戦争の開戦は、
東條さんも苦渋の選択であつたに違いなし、
「戦犯」というのはイヤな言葉。広い範囲で使つている

が、もう止めたほうがよし、 (イ白)

編

集

後

記

四
月

一
日
の
東
京
新
聞
を
読
ん
で
ビ
ツ
ク
リ
仰
天
し
た
。

日
本
石
油
開
発
機
構
の
調
査
に
よ
り
、
東
京
湾
の
地
下
五
千
メ

ー
ト
ル
を
越
え
た
地
層
に
推
定
埋
蔵
量
千
百
億
バ
レ
ル

（
一
バ

レ
ル
＝
約
百
五
十
九
リ
ツ
ト
ル
）
の
巨
大
油
田
が
発
見
さ
れ
た
。

国
内
消
費
の
八
十
六
年
分
に
当
る
。
調
査
に
協
力
し
た
岩
石
知

男

・
秋
田
学
院
大
学
教
授

（鉱
物
学
）
は

「有
機
物
の
な
い
火

山
岩
地
帯
の
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
地
下
に
石
油
が

た
ま
る
地
殻
変
動
の
空
白
地
帯
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
今
後
ヽ

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
詳
し
く
調
べ
た
い
」
と
話
す
。

日
本
の
原
油
輸
入
金
額
は
昨
年
四
兆
六
千
億
円
で
、
こ
れ
が

ゼ
ロ
に
な
る
。
逆
に
輸
出
が
出
来
る
の
で
成
長
率
を
２
％
上
げ
、

一雇
用
と
税
収
も
増
え
る
。
政
府
筋
に
よ
る
と
、
実
は
油
田
発
見

の
事
実
は
密
か
に
小
泉
首
相
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
・２

そ

れ
は
首
相
の
言
動
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。
今
年
度
予
算
の
国
債

発
行
額
の
二
十
兆
円
枠
突
破
に
拘
ら
な
く
な
っ
た
の
は
、
ち
ょ

う
ど
油
田
発
見
を
知
っ
た
昨
年
十

一
月
か
ら
だ
。
今
年

一
月
に

も
三
十
兆
円
枠
を
公
約
と
し
て
守
れ
な
か
っ
た
事
を

「た
い
し

た
こ
と
な
い
」
と
発
言
し
た
の
も
肯
け
る
。

外
交
評
論
家
の
田
中
真
樹
男
氏
は
産
油
国
と
な
っ
た
日
本
の

責
務
を
こ
う
強
調
し
た
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
経
済
大
国
に

な
っ
た
こ
と
で
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸
国
に
脅
威
を
与
え
な
い
為
に

も
、
日
本
は
積
極
的
な
平
和
外
交
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
世
界
に
は
〈
ス

覇
権
国
家
が
い
か
に
恐
ろ
し
い
か
と
い
う

（負
の
教
科
書
）
が
あ
る
ｂ
日
本
は
米
国
の
よ
う
に
な
ら
な
い
、

と
小
泉
首
相
が
身
を
も
つ
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

最
後
に

（こ
の
記
事
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
加奔
工
の
話
で
す
）
と
こ

と
わ
り
書
き
が
あ
っ
た
。
　

誰
し
も
夢
を
も
つ
。
四
月
一
日
は
と
ん
で

も
な
い
大
き
な
夢
を
持
っ
て
よ
い
日
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
年
中

そ
ん
な
状
態
で
は
困
っ
た
こ
と
に
な
る
。
皆
さ
ん
、
実
現
可
能
な
夢
を

持
っ
て
楽
し
く
愉
快
な
人
生
を
送
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

広
報
委
員
会
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歌校

旧・県立村松中学校 旧・村松高等女学校 新 校 歌

塵の巷を遠 ざけて

雲たち迷 う白山の

麓に立てる松の群

見 よ凌雷の気を含む

落葉を くぐる流れに

岩石砕 く力あ り

清 きは水の姿にて

強 きは誰か心ぞや

それ英雄 も人傑 も

人の子吾等がた ぐいな

鳴呼松城の健男児

勇みて立つべ し諸共に

愛宕の山のむ ら松の

常緑色の常磐なる

操を胸に日の本の

をみなの徳を磨かばや

心 は身はも真夏なほ

日に輝 ける白山の

雲にもまさる清さもて

正 しき道を進まばや

其の名 も高 きこの里の

桜の花の うらうらと

のぼる朝 日に匂 うごと

気高き姿保たばや

相馬御風 作詞

中山晋平 作曲

普 く照 らす天つ 日の

光を浴びて年々に

伸びて しやまぬ若松の

ときわの志操いや堅 き

学徒われ らの在 るところ

明朗の和気みなぎれ り

見よ質実に清純に

進取の生気湧 き溢れ

文化の花の咲 くところ

希望は常に輝ける

道に我 らを進ましむ

努めなんいざもろともに

応 援 歌 応 援 歌 応 援 歌

緑濃き臥龍が丘 に

轟 くは我等が歓呼

若人の高なる血潮

たたえつつ春の 日め

いざ叫べ若人の誇 り

わななける力の腕

見よや君歓喜の胸に

輝 くは永久の勝利

臥龍原頭幾星霜

切磋琢磨の功を経て

はなくれないの香に匂 う

誉れは高 き松城の

健児が胸 に血やおどる

我等がえ らぶます らおの

誉れは海の湧 くが ごと

望みは雲のゆ くが ごと

月の桂をなゆず りそ

栄えある名をぞとこしえ

に

松城健児六百が

祖国のために剛健の

大図をここに定めん と

送 りいだせ し我が勇士

覇権をゆず る事なかれ

我等六百 ここにあ り

今壮快の晴れいくさ

見よ雄叫びの只中に

我等が望み一筋に

肩にぞかかる勇戦士

覇権をゆず ることなかれ

我等六百 ここにあ り

９

“
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